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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体調合薬を投与する器具であって、前記液体調合薬は、前記器具内に挿入された容器
（３）内に保持されていて、少なくとも１つのノズル開口部（１２ｅ）を通って前記器具
から放出され、前記液体調合薬は、前記少なくとも１つのノズル開口部（１２ｅ）を通っ
て流れる前に、超微細フィルタ（１２ｆ）を通って流れ、前記超微細フィルタは、微細構
造化コンポーネント（１２）によって形成され、前置フィルタ（２７）が前記器具内で前
記微細構造化コンポーネント（１２）の前であって前記液体の流路中に配置されている器
具において、
　微細フィルタ（２８）が前記液体の前記流路中で前記前置フィルタ（２７）と前記微細
構造化コンポーネント（１２）との間に更に設けられており、前記微細フィルタ（２８）
は、前記前置フィルタ（２７）とは異なっており、前記調合薬が、前記微細構造化コンポ
ーネント（１２）に入る前に、サイズ又は性状の異なる粒子が前記前置フィルタ（２７）
及び前記微細フィルタ（２８）に付着し、
　前記前置フィルタ(２７)と前記微細フィルタ(２８)と超微細フィルタ(１２ｆ)とが、異
なる材料から構成され、一のフィルタが焼結チタンで作られている、
　ことを特徴とする器具。
【請求項２】
　前置フィルタ（２７）、微細フィルタ（２８）及び超微細フィルタ（１２ｆ）は、互い
に異なる孔径を有すると共に前記孔径が流れ方向に減少するよう配置されている、請求項
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１記載の器具。
【請求項３】
　前記微細フィルタ（２８）が焼結チタンで作られている、
　請求項１～２のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項４】
　焼結チタンで作られた前記微細フィルタは、微小有孔構造に圧縮されたチタン粒子から
なる、
　請求項３に記載の器具。
【請求項５】
　前記チタンフィルタの前記孔径は、孔直径が５ミクロン未満であるほど小さい、
　請求項１～４のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項６】
　前記前置フィルタ（２７）は、プラスチック製のフィルタであり、前記微細構造化コン
ポーネント（１２）は、好ましくは、ガラス／シリコン複合材で作られている、
　請求項１～５のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項７】
　前記微細フィルタ（２８）は、作用モードが主として吸着効果によって定められ、サイ
ズ排除によってはそれほど定められることのないフィルタであり、前記フィルタを通って
流れる液体からの粒子、特にナノ粒子は、分子間相互作用の結果として前記フィルタの表
面上に堆積することができる、
　請求項１または２に記載の器具。
【請求項８】
　吸着フィルタ（３２）が前記前置フィルタ（２７）と前記超微細フィルタ（１２ｆ）と
の間で前記流路中に配置され、前記吸着フィルタの作用モードは、前記フィルタを通って
流れる液体からの粒子、特にナノ粒子が分子間相互作用の結果として前記フィルタの表面
上に堆積することができるという特徴を備えている、
　請求項１～７のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項９】
　前記吸着フィルタ（３２）は、前記前置フィルタ（２７）と前記微細フィルタ（２８）
との間か前記微細フィルタ（２８）と前記超微細フィルタ（１２ｆ）との間かのいずれか
に独立コンポーネントとして配置されている、
　請求項７または８に記載の器具。
【請求項１０】
　前記吸着フィルタ（３２）は、縁部が摩擦の作用で固定されたフィルタディスクとして
具体化されている、
　請求項７ないし９のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１１】
　前記フィルタディスクの前記縁部は、前記微細構造化コンポーネント（１２）を封止し
又は固定するコンポーネント又は取り付け位置にあるノズルによるか前記微細構造化コン
ポーネント（１２）又は前記ノズルそれ自体によるかのいずれかによって保持され、或い
は、前記前置フィルタ（２７）と前記微細フィルタ（２８）との間の定位置にクランプさ
れている、
　請求項１０記載の器具。
【請求項１２】
　前記吸着フィルタ（３２）は、ガラス繊維、セルロース繊維、炭素繊維又はポリマー繊
維で作られている、
　請求項７～１１のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１３】
　前記吸着フィルタ（３２）は、酸化アルミニウムで機能化された表面を有する、
　請求項７～１２のうちいずれか一に記載の器具。
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【請求項１４】
　前記吸着フィルタ（３２）は、第四アンモニウム基で機能化された表面を有する、
　請求項７～１３のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１５】
　前記前置フィルタ（２７）及び前記微細フィルタ（２８）は、円筒形又は少なくとも部
分的に円錐形の形をしている、
　請求項１～１４のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１６】
　投与されるべき前記液体調合薬は、蒸気圧の低い物質又はアルコール化合物を含む、
　請求項１～１５のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１７】
　投与されるべき前記液体調合薬は、３．５～９のｐＨを有する、
　請求項１～１６のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１８】
　前記液体調合薬は、エーロゾル、特に吸入可能なエーロゾルとして送り出される、
　請求項１～１７のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項１９】
　前記器具は、圧力チャンバ（１１）を有し、前記フィルタは、前記圧力チャンバ（１１
）と前記少なくとも１つのノズル開口部（１２ｅ）及び／又はノズルチャネル（１２ｂ）
との間に配置されている、
　請求項１～１８のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項２０】
　前記器具は、中央部品（２３）を有し、前置フィルタ（２７）及び微細フィルタ（２８
）は、圧力チャンバ（１１）又は計量チャンバの下流側で前記中央部品内に配置されてい
る、
　請求項１～１９のうちいずれか一に記載の器具。
【請求項２１】
　前置フィルタ（２７）及び微細フィルタ（２８）は、これらを固定する追加のコンポー
ネントなしで前記中央部品（２３）内に保持されており、特に、前記中央部品それ自体（
２３）により形成された内部断面の減少部及び／又は圧力嵌めによって保持されている、
　請求項２０記載の器具。
【請求項２２】
　請求項１９～２１のうちいずれか一に記載の器具を組み立てる方法であって、微細フィ
ルタ（２８）及び前置フィルタ（２７）を、圧力チャンバ（１１）である構成要素を通っ
て中央部品（２３）中に挿入し、挿入開口部を圧力発生器（５）のピストン又は特に中空
ピストン（９）として形成された連結要素によって閉じ、次に、液体（２）を容器（３）
から引き出す、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体調合薬を投与する器具であって、液体が細い流れチャネルを通って運搬
されるようになった器具に関する。特に、本発明は、液体調合薬の測定、吸入又は注入の
ために用いられる小型の携帯可能な器具、例えば定量投与型ディスペンサ、ネブライザ又
は注入器に関する。特に、本発明は、エタノール系及び／又は水性調合薬を噴霧化するネ
ブライザであって、放出ノズルの前で流れチャネル中に挿入された粒子付着のための粗フ
ィルタを有するネブライザに関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術から、液体で作動される多数の医療器具及び更に特にネブライザが知られてい
る。これらのうちの大抵のものでは、液体は、器具によって投与されるべき複数の単位を
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収容した貯蔵入れ物又は容器内に移送され、その結果、器具の流れチャネル、計量ユニッ
ト、送り出し開口部、例えばスプレーノズルが数回用いられる。ネブライザの分野では、
これは、例えば、計量弁の作動時に推進ガスが調合薬を貯蔵容器から同一のノズルを通っ
て繰り返し放出する推進剤含有計量投与型吸入器（ＭＤＩ）と純粋に機械的なネブライザ
、例えば標準型の市販の鼻内噴霧システム又はフィンガポンプシステムの両方に当てはま
る。
【０００３】
　これらシステムは全て、潜在的に、流れチャネル又は放出ノズルを閉塞しがちである。
この閉塞は、例えば、システムの使用中又はシステムの組み立て中における研磨粒子によ
って又は調合薬成分の凝集によって引き起こされる場合がある。この閉塞が起こるかどう
かは、調合薬の組成、その成分の溶解性、成分の相互の及び流体接触状態にある器具のコ
ンポーネントとの相互作用の可能性及び種々の気候条件下における、特に種々の温度にお
ける調合薬の挙動で決まる。
【０００４】
　欧州特許第０５２１０６１（Ｂ１）号明細書は、測定された量の液体薬剤が加圧チャン
バ内に運び込まれ、ここから液体薬剤がピストンの圧力によってネブライザヘッドを通っ
て放出される純粋に機械的なネブライザの形態をした計量器具を開示している。ネブライ
ザヘッドの入口チャネル内には、例えば放出ノズルへの途中で粒子を捕捉する格子メッシ
ュの形態をした単一のフィルタが設けられている。
【０００５】
　数単位の調合薬の入った容器から吸入のために液体調合薬を噴霧化するネブライザが“
Respimat（登録商標）”という名称で何年間にもわたってベーリンガ・インゲルハイム・
カーゲー（Boehringer Ingelheim KG）によって市販されている。この純粋に機械的な小
型高圧ネブライザは、国際公開第９７／１２６８７（Ａ１）号パンフレット及び同第０９
／０４７１７３（Ａ２）号パンフレットに示されている。このネブライザを用いると、国
際公開第００／４９９８８（Ａ２）号パンフレットに開示されているように内袋がネブラ
イザ内に挿入された状態で剛性容器から液体調合薬を噴霧化することができ、そして螺旋
スラスト歯車で駆動されるピストンポンプによって内袋から運び出され、そして、ばね操
作式圧力発生器によって微細構造化ノズルを通ってあらかじめ規定された量を噴霧化され
、それにより肺に向かうエーロゾルが形成される。ノズルを介する噴霧化は、液体の２つ
のミクロ的ジェットの高速衝撃に基づいており、かくして細かいミストが形成される。ネ
ブライザに挿入される放出ノズルのための考えられる微細構造の詳細は、国際公開第９４
／０７６０７（Ａ１）号パンフレット、同第９９／１６５３０（Ａ１）号パンフレット及
び同第０５／０００４７６（Ａ１）号パンフレットに開示されている。国際公開第０９／
０４７１７３（Ａ２）号パンフレットは、容器から運搬管を通って圧力チャンバ内に至り
、そしてここからプラスチックで作られた予備フィルタを通って微細構造化放出ノズル中
に至る製剤の流路を記載している。サイズ排除原理に従って、ノズルの出口チャネルの同
じオーダの大きさの粒子がノズル前で流路中でノズルの前に捕捉される。
【０００６】
　米国特許第６８３７８６６（Ｂ１）号明細書では、針なし注入システム内におけるフィ
ルタの使用について説明されている。活性試薬が加圧ガスのジェットによって送り出され
、この加圧ガスジェットは、衝撃波のように、活性試薬を挟んだメンブレンを破って開け
る。金属製ネットのスタックから成り、最終的にセラミック層を備えたここで用いられて
いるフィルタは、活性試薬それ自体を濾過するのには役立たず、純粋に、加圧ガスを濾過
し、特にこれを冷却させる（加圧ガスのジェットを発生させる場合、発火装置が用いられ
、このプロセス中に生じる温度は、活性試薬に直接接触させてはならない）。
【０００７】
　本明細書において開示される本発明の開発上の出発点は、医療用手持ち型器具、例えば
国際公開第０９／０４７１７３（Ａ２）号パンフレットに記載されているネブライザに従
来一体化されていた液体の濾過技術にある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許第０５２１０６１（Ｂ１）号明細書
【特許文献２】国際公開第９７／１２６８７（Ａ１）号パンフレット
【特許文献３】国際公開第０９／０４７１７３（Ａ２）号パンフレット
【特許文献４】国際公開第００／４９９８８（Ａ２）号パンフレット
【特許文献５】国際公開第９４／０７６０７（Ａ１）号パンフレット
【特許文献６】国際公開第９９／１６５３０（Ａ１）号パンフレット
【特許文献７】国際公開第０５／０００４７６（Ａ１）号パンフレット
【特許文献８】米国特許第６８３７８６６（Ｂ１）号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、特に小さな流れ断面向きに設計されると共にあらゆ
る種類の粒子の付着向きに設計されたフィルタシステムを有する液体調合薬の投与器具で
あって、先行技術と比較して改良された器具であり、特に、手持ち型器具、例えばネブラ
イザ又は注入器を提供することにある。このフィルタシステムを備えた器具は、これらの
究極的な使用とはできるだけ独立しているべきであり、即ち、特に、調合薬中の溶剤の選
択、適合性及び気候条件とは独立しているべきである。フィルタシステム及び関連の組み
立て概念は、大量生産に適したものであるべきである。
【００１０】
　特に、本発明の目的は、液体調合薬の効果的な濾過が行われるフィルタシステムを提供
することにある。特に好ましくは、フィルタシステムは、直径が１μｍ未満の極めて小さ
い残留物であってもこれらを吸入可能な溶液から濾過して除去すべきであり又は研磨粒子
を濾過して除去すべきである。かかる極めて小さな粒子は、直径が少なくともミクロン範
囲の粒子を確実に濾過して除去する典型的なサイズ排除フィルタによっても常にピックア
ップされるとは限らない。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題は、本発明によれば、液体調合薬を投与する器具であって、液体調合薬は
、器具内に挿入された容器内に保持されていて、少なくとも１つ、好ましくは２つのノズ
ル開口部を通って器具から放出され、液体調合薬は、少なくとも１つのノズル開口部を通
って流れる前に、超微細フィルタを通って流れ、前置フィルタが器具内で微細構造化コン
ポーネントの前であって液体の流路中に配置されている形式の器具によって解決される。
超微細フィルタ及び好ましくは更に少なくとも１つのノズル開口部は、微細構造化コンポ
ーネントによって形成される。この器具は、器具の内部で微細フィルタが液体の流路中で
前置フィルタと微細構造化コンポーネントとの間に更に設けられており、微細フィルタは
、前置フィルタとは異なっており、調合薬が微細構造化コンポーネントに入る前に、サイ
ズ又は性状の異なる粒子が前置フィルタ及び微細フィルタに付着することを特徴としてい
る。
【００１２】
　さらに、本発明の課題は、圧力チャンバ及び圧力チャンバとノズルチャネルとの相田に
配置されたフィルタを有する器具を組み立てる方法であって、フィルタを、圧力チャンバ
である構成要素を通って中央部品中に挿入し、挿入開口部を圧力発生器のピストン又は特
に中空ピストンとして形成された連結要素によって閉じ、次に、液体を容器から引き出す
ことを特徴とする方法によって解決される。
【００１３】
　有利な別の特徴を以下において図を参照して詳細に説明する。
【００１４】
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　本発明の一特徴は、前置フィルタ、微細フィルタ及び超微細フィルタが互いに異なる孔
径を有すると共に孔径が流れ方向に減少するよう配置されていることにある。本発明の利
点は、前後に配置されたフィルタを有するこの種のシステムでは、粒子付着は、多くの場
所にわたって分布して生じ、粒子負荷が高い場合であっても、それによって、フィルタが
全体としては閉塞せず、それ故器具が全体としては閉塞しないことにある。これは、液体
が流れチャネルを通って放出される前に直径の絞られた流れチャネルに通され、有効な取
り付けスペース又は流動条件に鑑みて表面積の大きなフィルタを取り付けることができな
いような好ましくは本明細書において検討中の器具、例えば手持ち型器具にとって特に重
要である。この種の「厳しい」取り付け状況では、個々のフィルタの付着容量は、その断
面積が比較的小さいために制限されている。
【００１５】
　本発明の別の特徴は、フィルタが互いに異なる材料で作られているということにある。
このように、フィルタの孔径により定められるフィルタ効果は、フィルタ材料の互いに異
なる吸着特性によって支援される。フィルタの材料及び表面性状に応じて、粒子はサイズ
による付着に加えてフィルタにくっつく。互いに異なるフィルタ材料が用いられる場合、
種々のタイプの粒子も又、このように吸着によって付着する。
【００１６】
　本発明の別の特徴は、吸着フィルタが粗フィルタと硬質ノズルとの間で流路中に配置さ
れていることにある。吸着フィルタは、分子間相互作用、例えば静電力、ファンデルワー
ルス力又は水素結合の形成に基づいてナノ粒子を液体から分離する。特にプラスチック、
例えばポリエチレンで作られていて、本明細書では粗フィルタとも呼ぶ場合のある前置フ
ィルタは、まず最初に、粒子をその流路中で液体調合薬から最低約９μｍのオーダまで粒
子を沈殿させ、その下流側に位置する吸着フィルタは、次に、ナノ粒子を最高５ｎｍの粒
径まで液体調合薬から濾過して除去する。高い流量では、この種のナノ粒子は、これらの
直径が小さいために従来型サイズ排除フィルタによっては濾過して除去することができな
い。ナノ粒子の付着は、かかるナノ粒子が放出ノズルの出口のところで堆積するのを阻止
し、かくして、場合によってはネブライザに悪影響が生じたり又は特に２ジェット型ノズ
ルが用いられている場合、それが原因となって流体のジェットの方向の反れが生じること
を阻止する。好ましくは、とりわけ高い貫流量を保証する吸着フィルタが用いられる。特
に好ましくは、特に「内側の」表面が広い吸着フィルタが用いられ、従って、可能な限り
多くのナノ粒子がこの内面上に堆積することができるようになる。全体として、吸着フィ
ルタを流路中に配置することにより、液体調合薬の噴霧化の面でネブライザの信頼性が高
くなり、液体調合薬の効果的な濾過が行われて放出ノズルに対する悪影響が阻止される。
【００１７】
　本発明の別の特徴は、少なくとも１つのフィルタが好ましくは不活性金属、例えば特に
チタンから成るということにある。その結果、フィルタ材料は、特に有機溶剤、例えばエ
タノールを主成分とすると共に／或いは特に酸性のｐＨ範囲を有する調合薬との良好な化
学的適合性を備えた状態で得られる。好ましくは、フィルタは、焼結金属から成る。とい
のは、焼結構造を断面が小さな構造体中に満足の行くほど押し込むことができるからであ
る。焼結金属で作られたフィルタコンポーネントは、機械的に安定しており、良好な取り
付け特性を示し、その結果、特にこのフィルタコンポーネントが比較的軟質の材料又はプ
ラスチックのコンポーネント内に取り付けられる場合、取り付け状態では側壁にバイパス
が形成されない。飛び散り分裂された金属粉末で作られた焼結金属を用いることによって
、特に孔径の小さいフィルタを作ることができ、従って、先行技術のネブライザでこれま
で用いられていた粒子フィルタの場合よりも小さな粒子が濾過して除去されるようになる
。
【００１８】
　好ましくは、微細フィルタは、金属で作られたこの種のフィルタ又は吸着フィルタであ
る。
【００１９】



(7) JP 5900494 B2 2016.4.6

10

20

30

40

50

　特に好ましくは、フィルタシステムは、吸着フィルタに加えて、サイズ排除方法によっ
て別の粒子を噴霧化された液体調合薬から濾過して除去する複数個のフィルタを有する。
特に、フィルタシステムは、粗フィルタ又は前置フィルタ、金属で作られた微細フィルタ
及び吸着フィルタを含む。微細フィルタは、所望ならば前置フィルタと吸着フィルタとの
間か吸着フィルタとノズル又は超微細フィルタを形成している微細構造化コンポーネント
との間かのいずれかに配置されるのが良い。
【００２０】
　本発明の別の特徴によれば、本発明で用いられる吸着フィルタは、ガラス繊維、セルロ
ース繊維、炭素繊維又はポリマー繊維で作られ、これが用いられる前に表面の機能化を受
ける。かくして、キャリヤ材料が、例えばその固有の表面特性により、それ自体吸着性繊
維、例えばガラス繊維（ｐＨ依存性表面電荷及び水素結合生成のための自由ヒドロキシル
基（ＯＨ基））として用いることができない場合、キャリヤ繊維は機能化される。考えら
れる１つの機能化は、表面電荷の生成をもたらす第四アンモニウム基によって実施される
。吸着フィルタの表面がこのように正に帯電される場合、代表的な負に帯電した粒子、好
ましくはガラス状物質が堆積することができる。
【００２１】
　酸化アルミニウムを用いて吸着フィルタの表面を機能化することができるようにするこ
とが特に好ましい。これにより、粒子を堆積させることができる２つの互いに異なる機能
が表面上に生じ、即ち、表面の正の帯電と、粒子が水素結合の形成によって追加的に堆積
することができる酸化アルミニウム水酸化物（ＡｌＯ（ＯＨ））のヒドロキシル基の正の
帯電の両方が生じる。本発明のフィルタを用いた実験では、酸化アルミニウムを用いて機
能化された表面を有する吸着フィルタは、ｐＨの値が３．５～９の液体調合薬を用いた場
合に良好な吸着特性を示した。酸性液体が用いられる場合、酸化アルミニウムを用いて機
能化された表面のプロトン付加及びそれ故にその正の電荷は、強化され、塩基性液体の場
合、水素結合の形成は、自由ＯＨ基の表面密度の増大によって強められる。
【００２２】
　このように、酸化アルミニウムを用いて機能化された吸着フィルタを用いた場合、特に
、ネブライザの放出ノズルの出口のところでの１００ｎｍよりも極めて小さいサイズのシ
リカナノ粒子の凝集を阻止することが可能である。シリケートは、この種の典型的なエラ
ストマーシールにおいてこれ又ネブライザで用いられるフィラーである。したがって、こ
の種のシリカナノ粒子は、例えばネブライザの使用中、研磨材料として生じる場合があり
、これは驚くべきことに確かめられている。吸着原理により働く公知のフィルタは、種々
のブランド名で市場において入手することができ、陽電性フィルタ材料を備えたフィルタ
として米国フロリダ州サンフォード所在のアルゴナイド・アドバンス・フィルトレーショ
ン・テクノロジーズ（Argonide Advance Filtration Technologies）社から入手できるNa
noCeram（登録商標）及び代替例として米国ミネソタ州セントポール所在のスリーエム・
ピュリフィケーション・インコーポレイテッド（3M Purification Inc.）から入手できる
ZetaPlus（登録商標）又はフィンランド国ヘルシンキ所在のアールストロム・コーポレイ
ション（Ahlstrom Corporation）から入手できるDisruptor（商標）を挙げることができ
る。加うるに、対応して自由表面積の広い標準型の市販のガラス繊維フィルタは、希釈分
散液のための吸着を利用したフィルタとして有用である（例えば、ジーイー・ワットマン
・ジーエフ・シリーズ（GE Whatman GF Series）社から入手できるガラス繊維フィルタ）
。上述のフィルタ材料は、単に例示であり、吸着に基づく他のフィルタ材料は、使用から
排除されない。
【００２３】
　「フィルタ容量」という用語は、サイズ排除原理を用いた濾過において、液体が同時に
通過しているときにフィルタにより捕捉できる粒子の量の尺度であることを意味している
。この関係でフィルタしきい値は、フィルタにより保持される粒子のサイズの尺度である
。このフィルタしきい値は、濾過の分離度となっており、即ち、フィルタしきい値に関し
て指定された孔径の場合、用いられる規格によると、少なくともこのサイズの粒子が、フ
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ィルタに付着する例えば９０％という規定された高い確率が得られる。
【００２４】
　フィルタのフィルタしきい値は、その孔径によって定められる。フィルタの孔径は、孔
直径のコンピュータ計算されたサイズによって説明でき、その分布状態を例えば独国規格
ＤＩＮ６６１３３に記載されているように、確立された毛管圧力測定法、例えば特に水銀
圧入測孔法によって得られた測定データからウォッシュバーン方程式（イー・ダブリュー
・ウォッシュバーン（E.W.Washburn），「プロシーディングス・オブ・ザ・ナショナル・
アカデミー・オブ・サイエンス・ユーエスエー（Proc. Nati. Acad. Sci. USA）」，７，
１１５，１９２１年）を用いて求めることができる。
【００２５】
　液体調合薬を投与する本明細書において開示される器具は、好ましくは、手持ち型器具
、例えば規定された量の液体を送り出し、即ち噴霧化し又は注入する手段としてのネブラ
イザ又は注入器である。
【００２６】
　純粋な液体及び溶液は別にして、「液体」という用語は、更に、分散液、懸濁液、サス
リューション（溶液と懸濁液の混合液）等を含む。本発明と関連した「調合薬」又は「製
剤」は、薬剤及び有効物質を含む調合薬を意味する他に、治療用物質等、特に他の手段に
よる吸入又は投与のためのあらゆる種類の作動薬も又意味している。
【００２７】
　本発明の個々の特徴は、互いに別個独立に又は互いに組み合わせて使用できる。
【００２８】
　本発明の別の利点、特徴、特性及び観点は、特許請求の範囲の記載及び図面を参照して
行われる好ましい実施形態に以下の説明から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】非引張り操作状態にあるネブライザの概略断面図である。
【図２】図１と比較して９０°回転させた引張り操作状態にある図１のネブライザの概略
断面図である。
【図３】ノズル、フィルタ機構体、ポンプチャンバ及び容器への連結要素を含むネブライ
ザコンポーネントの概略断面図である。
【図４】微細構造化コンポーネントの断面図又はネブライザ内に収納可能な微細構造化コ
ンポーネントの一部の概略平面図であり、ノズルを備えた微細構造を示す図である。
【図５】医療用手持ち型器具内に収納可能な一方の側に傾けられた状態の個々のフィルタ
要素の側面図である。
【図６】吸着フィルタを備えた実施形態に従ってあらかじめ取り付けられたフィルタシス
テムを有するネブライザのノズル組立体の概略断面図である。
【図７】吸着フィルタを備えた別の実施形態に従ってあらかじめ取り付けられたフィルタ
システムを有するネブライザのノズル組立体の概略断面図である。
【図８】吸着フィルタを備えた更に別の実施形態に従ってあらかじめ取り付けられたフィ
ルタシステムを有するネブライザのノズル組立体の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図中、同一又は類似のコンポーネントには同一の参照符号が用いられており、対応の又
は同等な特性及び利点は、関連の説明が省かれていたとしても得られる。
【００３１】
　図１及び図２は、提案対象のフィルタを納めることができる手動操作式の医療用器具を
略図で示している。図１及び図２に示されている器具は、推進剤なしのネブライザ（１）
であり、このネブライザは、各作動サイクルにおいて所定量の液体（２）又は液体調合薬
を好ましくは肺行きの又は吸入可能なエーロゾル（１４）として送り出す。空力学的直径
が好ましくは０．５～１０ミクロン、特に０．５～５ミクロンの液体粒子を含むこのエー
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ロゾル（１４）は、ユーザ（図示せず）によって吸息可能である。適当なノズルが噴霧化
のために用いられ、このノズルは、図示の実施形態では微細構造化コンポーネント（１２
）に組み込まれている。噴霧化のために用いられるこの器具のノズルを液体ディスペンサ
のヘッド、注入ノズル、カニューレ又は他の注入器具と交換した場合でも、ノズルとは独
立した動作原理は全て、不変のままであり、その結果、以下に説明する相関関係は、説明
を簡単にするためにネブライザだけに言及している場合であっても、注入器又は他の液体
送り出しシステムに類似的に当てはまる。
【００３２】
　ネブライザの作動において、圧力チャンバ（１１）内の計量容積が満たされていない非
引張り操作状態（図１）と圧力容器（１１）が満たされている引張り操作状態（図２）と
は区別される。
【００３３】
　ネブライザ（１）の引張り操作中、その上側ハウジング部品（１６）を内側ハウジング
部品（１７）及び下側ハウジング部品（１８）に対して一定の回転角度、例えば１８０°
だけ回す。内部に取り付けられた螺旋スラスト歯車が相対回転によりピストンポンプを駆
動し、その結果、所定の、オプションとして調節可能な量の液体（２）が容器（３）から
圧力チャンバ内に送り込まれ、それと同時に、圧力発生器（５）の駆動ばね（７）が引っ
張られる（引張りプロセスの最終の状態が図２に示されている）。ネブライザ（１）を具
体的にはボタン（４０）を用いてロックリング（８）を操作することにより作動させると
、駆動ばね（７）に蓄えられた圧力発生器（５）のエネルギーが放出される。先に液体を
送り出すために用いられた中空ピストン（９）は、今や、逆止弁（１０）が閉じられた状
態の圧力チャンバ（１１）内に入り込み、その結果、中空ピストン（９）のストローク作
用によりあらかじめ定められた量の液体がここからノズルを通って放出される。この器具
は、今や、再び解除状態（図１）にある。
【００３４】
　図示の実施形態では、中空ピストン（９）は、圧力発生器（５）の一部をなす容器（３
）のホルダ（６）に例えば射出成形により、接着により又はスナップ嵌めにより固定的に
連結されている。容器（３）は、ホルダ（６）によって、具体的に言えば、クランプ又は
ラッチ留め作用によってネブライザ（１）内に固定されており、中空ピストン（９）は、
容器（３）の流体チャンバ内に突き出ると共に／或いは容器（３）内の液体（２）に流体
結合されており、液体を中空ピストンを介して吸い込むことができる。容器は、必要に応
じて交換可能であるのが良い。この目的のため、器具ハウジングは、これを開くことがで
きるよう又は部分的に取り外すことができるよう構成されているのが良い（例えば、国際
公開第０７／１２８３８１（Ａ１）号パンフレットに開示されているようにキャップ状下
側ハウジング部品の形態をしている）。
【００３５】
　投与量インジケータ又はカウンタ（４１）を備えたネブライザ（１）中に挿入される容
器（３）は、複数の投与ユニットの取り出し向きに設計されている。この理由で、容器は
、内圧が液体を引き出したときでも実質的に不変のままであるよう設計されなければなら
ず、従って、同一量の液体（２）が吸込み時に常に引き出されるようになる。これは、基
本的には、例えば国際公開第０６／１３６４２６（Ａ１）号パンフレットに記載されてい
るようにベントによって内圧が一定に保たれる剛性容器壁を備えた容器（３）と容器が取
り出されているときに少なくとも部分的に容器の内部へと動き、かくして内容積を減少さ
せることによって内圧を一定に保つ可撓性壁を備えた容器（３）の両方を用いることによ
って達成できる。可撓性壁が実質的に変形可能であり、圧縮可能であり且つ／或いは押し
潰し可能な袋によって形成されている容器（３）が好ましい。この種の容器は、国際公開
第００／４９９８８（Ａ２）号パンフレット、同第０１／０７６８４９（Ａ１）号パンフ
レット、同第９９／４３５７１（Ａ１）号パンフレット、同第０９／１１５２００（Ａ１
）号パンフレット及び同第０９／１０３５１０（Ａ１）号パンフレットに種々の実施形態
として記載されている。特に好ましくは、この容器は、底部が閉鎖されると共にグリップ
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を形成する好ましくはプラスチック製のフランジに頂部が直接連結された柔軟性のある多
層箔袋と、ネブライザ（１）のホルダ（６）に取り付け可能にこの袋に溶接された容器キ
ャップと、外側保護スリーブと、頂部シールとから成る（詳細については、国際公開第９
９／４３５７１（Ａ１）号パンフレット及び同第０９／１１５２００（Ａ１）号パンフレ
ットを参照されたい）。
【００３６】
　図３は、ネブライザ（１）の圧力チャンバ（１１）を概略的に示しており、この圧力チ
ャンバは、図示の実施形態では、水性液体調合薬を噴霧化すると共に特にアルコール液体
調合薬を噴霧化するのに適している。ピストンポンプシステムの一部をなす中空ピストン
（９）は、容器側で圧力チャンバ（１１）内に容器側のところで突き出ている。中空ピス
トン（９）は、圧力チャンバ（１１）と容器（３）の内部との間の連結要素でもある。中
空ピストン（９）が引張り操作プロセス中、圧力チャンバ（１１）から部分的に引き出さ
れた場合、減圧状態が生じ、かかる減圧状態により、液体（２）は、容器（３）から吸い
出され、中空ピストン（９）内の逆止弁（１０）を経て圧力チャンバ（１１）内に吸い込
まれ、この状況では、逆止弁（１０）は開いている。中空ピストン（９）がネブライザ（
１）を作動させているときに圧力チャンバ（１１）内に入り込むと、逆止弁（１１）は、
中空ピストン内の受座へのその密封面の当接によって閉じられ、圧力チャンバ（１１）内
の液体は、フィルタシステム及びノズルを通って圧力下で放出される。中空ピストン（９
）及び圧力チャンバ（１１）は、エラストマーシール（２４）によって封止されており、
エラストマーシール（２４）は、特に、Ｏリングの形態をしていて、圧力チャンバ（１１
）内へのその入口の近くでピストンの案内管内に配置され、好ましくは支持リング（２５
）によって圧縮されるこのシール（２４）の幾何学的取り付け位置は、例えば、国際公開
第０７／０５１５３６（Ａ１）号パンフレットに記載されている位置に一致している。
【００３７】
　圧力チャンバ（１１）の液体出口領域にはフィルタシステムが設けられており、このフ
ィルタシステムは、ノズルが組み込まれた好ましくは微細構造化されたコンポーネント（
１２）の前に配置されている。図示の新規なフィルタシステムは、前後に配置された複数
個のフィルタコンポーネントから成り、これらフィルタコンポーネントは、特に、用いら
れるフィルタ技術が異なっている。好ましくは、個々のフィルタコンポーネントのフィル
タしきい値は、各フィルタがサイズ排除の原理に従ってこの前に位置するフィルタの場合
よりも小さい粒子を通すようなサイズのものである。互いに異なるフィルタ技術と分離レ
ベルが連続して増大し又は孔径が連続して小さくなるフィルタの配列の組み合わせによっ
て、全体として高いフィルタ容量、即ち、フィルタを完全に詰まらせることなく多量の粒
子の付着が生じること及び濾過がより徹底するということが達成される。孔直径が最も大
きな流路中に配置されている第１のフィルタは、大きな粒子だけを捕捉し、孔直径がこれ
よりも小さい次のフィルタは、小さい粒子を捕捉し、その他同様である。このように、孔
径の微細なフィルタは、これが液体を完全に通過させることができない時点までは大きな
粒子によっては直接的に詰まらされることはない。
【００３８】
　特定サイズの固体粒子の捕捉に加えて、フィルタは、オプションとして、吸着によって
追加の物質を捕捉することができる。互いに異なるタイプ及び互いに異なる材料のフィル
タが用いられる場合、この追加の吸着は、フィルタによって様々であろう。互いに異なる
フィルタ技術の組み合わせによって、より多くの粒子、特に圧力下で変形可能な粒子も又
、互いに異なる吸着効果によりそれに応じて捕捉できる。
【００３９】
　粒子濾過の必要性は、特にその作動性能を保証するためにネブライザのノズルが閉塞し
ない状態に保たれなければならないということに鑑みてネブライザ技術において生じる。
吸入可能なエーロゾルを生じさせるため、大抵のネブライザの設計では、極めて小さいノ
ズル構造が必要であり、かかるノズル構造は、半導体製造からのリソグラフィー製造法や
、スパークエロージョン（spark erosion）又はレーザ穴あけ技術のような、いわゆるマ
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イクロシステム技術によって作られる場合が多い。
【００４０】
　図示の実施形態では、望ましいマイクロ構造化コンポーネント（１２）のノズルチャネ
ル（１２ｄ）の寸法は、ほんの数ミクロンである。好ましくは、ノズルチャネル（１２ｄ
）は、２～１０ミクロンのエッジ長さを備えた長方形の輪郭形状のものである。特定の実
施形態において挿入のために使用できる微細構造化コンポーネント（１２）が図４に示さ
れている。この実施形態では、ネブライザによる液体の噴霧化は、好ましくは、液体の２
つのミクロ的ジェットの高速衝突を利用しており、液体ジェットは、規定された角度で交
わるよう差し向けられた好ましくは２つのノズルチャネル（１２ｄ）又は関連のノズル開
口部（１２ｅ）から出て、そして、衝突の際に作用する力によって噴霧化される。粒子が
器具の作動中、これらノズルチャネル（１２ｄ）内に堆積した場合、液体ジェットは、方
向が反らされ、場合によっては、衝突及びそれにより噴霧化がもはや完全ではなく又は極
端な場合には全く起こらない場合がある。この理由で、粒子は、液体がノズルチャネル（
１２ｄ）内に流れる前であっても可能な限り完全に液体（２）から濾過して除去されなけ
ればならない。
【００４１】
　液体調合薬内での凝集又はフロキュレーションや、ネブライザの組み立て中におけるプ
ロセスステップ、そしてコンポーネントが器具内で、例えば動的シールの付近で互いに対
して当たるように動くことで生じる研磨、のようにネブライザ内での粒子の発生要因は様
々である。
【００４２】
　中央部品（２３）は、圧力チャンバ（１１）の側方境界部、液体を運搬する中空ピスト
ン（９）の案内通路の形態をした液体入口及びフィルタがノズルの前で収容されている液
体出口を形成する。図示の実施形態では、圧力チャンバは、実質的に円筒形である。好ま
しい実施形態におけるノズル及びポンプチャンバシステムの構成は、ポンプチャンバを構
成する中央部品（２３）が中空ピストン（９）側の端部のところに、好ましくは下流側の
方向に僅かに円錐形に、即ち貫流方向に次第にテーパした中央ボアを有し、この中央ボア
は、フィルタコンポーネントを受け入れると共に圧力チャンバ（１１）を形成し、しかも
中空ピストン（９）及び対応して広い箇所のところに関連シール（２４）を受け入れる。
下流側では、ノズルを形成する微細構造化コンポーネント（１２）及び種々の関連保持又
は密封コンポーネントを収容したノズル組立体（２９）が中央部品（２３）に取り付けら
れている。
【００４３】
　好ましくは、流れ方向において圧力チャンバ（１１）の後に最初に位置するフィルタコ
ンポーネントは、粗フィルタ又は前置フィルタ（２７）であり、このフィルタのすぐ次に
微細フィルタ（２８）が配置されている。さらに下流側には、ノズルを形成すると共に実
際のノズルチャネル（１２ｄ）だけでなく一体形超微細フィルタ（１２ｆ）を収容した微
細構造化コンポーネント（１２）が設けられている。このように、液体は、３つの濾過コ
ンポーネント、即ち、粗フィルタ又は前置フィルタ（２７）、微細フィルタ（２８）及び
最後に超微細フィルタ（１２ｆ）を通って器具内を流れる。送り出された液体の粒子負荷
又は必要な粒子からの自由度に基づいて、追加のフィルタ要素又は濾過材を組み込むこと
も又可能である。望ましい実施形態では、ノズル開口部（１２ｅ）と超微細フィルタ（１
２ｆ）の両方を有するノズル又は微細構造化コンポーネント（１２）は、好ましくはシリ
コンの微細構造化プレート（１２ａ）及び構造体を覆う好ましくはガラスで作られたプレ
ート（１２ｂ）で構成されている。このようにして組み込まれると共に微細構造化技術に
よって作られた構造体は、まず最初に、流入領域（１２ｃ）の後に流れ方向に沿って位置
する流れフィルタとして設計された超微細フィルタ（１２ｆ）を形成し、次にノズルチャ
ネル（１２ｄ）を形成する。フィルタ作用は、中実ストラット及び通路の特別な配置によ
って達成される。超微細通路が製造された長方形の輪郭形状を有する状態でストラットの
列のジグザグ配置が特に好ましい。通路の幅は、数ミクロンに過ぎず、好ましくはサイズ
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が最高約２ミクロンまでの粒子が液体から除去され、その後、液体は、ノズルチャネルに
入り、後で、噴霧化後に吸入器のユーザによって吸息される。ノズル組立体（２９）内に
納められる微細構造化コンポーネント（１２）又は超微細フィルタ（１２ｆ）の考えられ
る構造の更なる詳細は、国際公開第９４／０７６０７（Ａ１）号パンフレット、同第９９
／１６５３０（Ａ１）号パンフレット、同第０５／０００４７６（Ａ１）号パンフレット
、同第０７／１０１５５７（Ａ２）号パンフレット及び同第０８／１３８９３６（Ａ２）
号パンフレットに開示されている。
【００４４】
　駆動ばね（７）を備えた圧力発生器（５）、前置フィルタ（２７）、微細フィルタ（２
８）及び微細構造化コンポーネント（１２）を有するシステム全体は、好ましくは、スプ
レーミストの生成中、肺に入るようになった液体粒子サイズが生成されるだけでなく、ス
プレーミストの雲それ自体が十分長く続き、その結果、患者が呼吸をこれに容易に合わせ
ることができるよう構成されている。０．５～２秒、特に１～２秒のスプレー時間が好ま
しい。ネブライザ内におけるフィルタシステムの選択及びフィルタしきい値は、スプレー
時間の長さに影響を与える。特に、前置フィルタ（２７）、微細フィルタ（２８）及び超
微細フィルタ（１２ｆ）の本発明のフィルタシステムでは、結果として生じる全スプレー
時間の面で、本発明の高圧システムでは３０～７０ｂａｒの圧力降下を生じさせ、かくし
てスプレー時間の延長に寄与する微細フィルタ（２８）を用いることが有利であることが
判明した。圧力降下は、フィルタの孔径と関連している。幾何学的形状が同一の場合、フ
ィルタしきい値が小さければ小さいほど、即ち、孔径が小さければ小さいほど、フィルタ
での圧力降下がそれだけ一層大きくなる。
【００４５】
　図示の実施形態のフィルタコンポーネントは、これらのフィルタしきい値の面で異なっ
ているだけでなく性状、構造及び材料の面でも異なっている。器具の３つの濾過コンポー
ネントは、プラスチック製のフィルタ、金属製のフィルタ及び好ましくは上述したように
ガラス／シリコン複合材で作られた微細構造化コンポーネントである。かくして、前置フ
ィルタ（２７）及び微細フィルタ（２８）について超微細フィルタ（１２ｆ）とは異なる
材料を用いることが好ましい。調合薬の大部分と化学的適合性のある、例えばポリオレフ
ィン材料、例えばポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）又はポリテトラフルオ
ロエチレン（ＰＴＦＥ）のようなプラスチックで作られた前置フィルタ（２７）が特に好
ましい。また、改質ポリオレフィン、例えばメタロセン‐ＰＰで作られた前置フィルタ（
２７）を用いることも又可能であり、他方、この材料の特定の吸着特性を利用することが
できる。好ましくは、前置フィルタ（２７）は、圧縮プラスチック細粒又は焼結材料、こ
の場合、最も好ましくは焼結ポリエチレン材料から成る。微細フィルタ（２８）に関し、
金属製のフィルタを用いることが好ましい。図示の実施形態では、微細フィルタ（２８）
は、好ましくは焼結金属、詳細にはステンレス鋼の金属粒子、最も好ましくは微小有孔構
造に圧縮されたチタン粒子の形態をした焼結金属から成る。例えば孔径としての直径が９
～１５ミクロンのプラスチック製フィルタと開口が２ミクロンの超微細フィルタ（１２ｆ
）との間の流路中では、５～３ミクロンの比較平均した孔径を有する微細フィルタが好ま
しい。したがって、金属製フィルタの孔径は、孔直径が５ミクロン未満であるほど十分小
さく選択される。超微細フィルタ（１２ｆ）に関し２ミクロン開口幅を有する図示の多段
フィルタシステムは、極めて大きな有効物質分子又は懸濁液成分であってもこれらが流路
を辿り、そして噴霧化によりユーザによって吸入されることが可能であるように構成され
ている。変形例では、国際公開第０８／１３８９３６（Ａ２）号パンフレットの滅菌用途
について好ましい０．０５ミクロンという小さい孔径又は０．２～０．３ミクロンの孔径
のいわゆる滅菌フィルタとして微細フィルタ（２８）又は超微細フィルタ（１２ｆ）を用
いることも可能である。この場合、流路及び圧力発生器は各々、滅菌フィルタで生じる高
い圧力損失に適合するよう構成されなければならない。
【００４６】
　５ミクロン未満の適当な孔径のフィルタを表面のところで集塊するいわゆる飛び散り粒
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子から成る種類の金属粉末から焼結プロセスによって製作するのが良いことが判明した。
この種の飛び散って分別された状態の金属粉末を用いることによって、特に小さい孔径を
作ることができ、従って、特に好ましい孔直径が４ミクロンの金属製フィルタを製作する
ことが可能である。飛び散り分別金属粉末としてチタンを用いること、即ち、フィルタ材
料として焼結チタン金属を用いることが特に好ましい。卑金属の使用により、特に同一流
体系中に存在する高級貴金属で作られたコンポーネント、例えば、一例として示されてい
る実施形態ではネブライザ内の好ましい中空ピストン（９）が存在している場合、特にフ
ィルタの広い表面積により腐食が迅速に生じる場合がある。液体で作動される医療システ
ムにおいて微細フィルタ（２８）としての例えばチタン、金又は白金のような貴金属の使
用（チタンの使用が最も費用効果の良いオプションである）は又、これが不活性であり、
かくして、大抵の医療用有効物質及び調合薬物質と化学的に適合性があるという利点を有
する。このように、フィルタは、調合薬を変化させず、しかも、フィルタを調合薬によっ
て変化させず、特に腐食させない。好ましくは、ｐＨの範囲が３．５～９であり、特に３
．５～６である酸性調合薬を用いる場合に特に重要であり、かかるｐＨの範囲は、フィル
タの卑金属の腐食をもたらす場合がある。本発明において想定されるフィルタシステムは
、この種の酸性調合薬の濾過に適合している。
【００４７】
　フィルタ材料及びフィルタ特性の特定の選択は、最後の分析において、用いられるべき
液体（２）又は調合薬の特定の意図した用途又は選択及び他の物質とのその適合性で決ま
る。本明細書において上述した材料及び取り付けに関する概念は、既に広範な要件を含ん
でいる。特に、この種のフィルタシステムを備えた器具は、蒸気圧が低い物質又は例えば
溶剤としてアルコール化合物を含む液体調合薬を投与するのに適している。図示の実施形
態では、器具は、中央部品（２３）を有し、２つのフィルタ、又は前置フィルタ（２７）
及び微細フィルタ（２８）が同一の中央部品（２３）により形成されている圧力チャンバ
（１１）又は計量チャンバの下流側に位置した状態でこの中央部品内に配置されている。
かくして、フィルタは、圧力チャンバ（１１）とノズルチャネル（１２ｄ）との間に配置
されている。微細フィルタ（２８）と前置フィルタ（２７）又は粗フィルタの両方は、円
筒形の形をしており又は少なくとも部分的に円錐形の形をしている。
【００４８】
　特に好ましくは、少なくとも一方のフィルタは、円筒形の形とは僅かに異なる円錐形の
状態に先細になっている側壁を備えた形状を有する。図５は、微細フィルタ（２８）の特
に好ましい幾何学的形状を示している。これによれば、微細フィルタ（２８）は、液体入
口側に、一定の円直径の形態の微細フィルタ（２８）の全長の１／３～１／２にわたって
延びる円筒形の構造を有している。微細フィルタ（２８）のこの円筒形領域に隣接して、
円錐形領域が設けられ、従って、微細フィルタ（２８）の円直径は、流路に沿って小さく
なっている。微細フィルタ（２８）の流れ出口のところに、微細フィルタは、この場合も
又、幅の狭い又は細い円筒形の領域を有している。側壁の円筒形領域と円錐形に先細にな
っている領域のこの組み合わせにより、組み立てが容易になると同時に金属材料を用いた
場合であっても中央部品（２３）の内壁との微細フィルタの良好な密封が得られる。
【００４９】
　この場合、図示していない別の実施形態によれば、前置フィルタ（２７）及び／又は微
細フィルタ（２８）は、カップの形状をしていても良い。この種のカップ状フィルタは、
カップ状構造体の開口側が圧力チャンバの方へ向くよう器具内に収納されている。前置フ
ィルタ（２７）及び／又は微細フィルタ（２８）の上流側に向いたカップ構造体は、円筒
形のフィルタ型と比較して著しく拡大された入口面を有し、粒子がフィルタに達したとき
により多くの粒子がこの入口面に付着することができる。これは、特に多くの大きな粒子
の形成が重要であるシステムにとって特に重要である。というのは、これらに関するフィ
ルタ容量をこのように増大させることができるからである。
【００５０】
　図示していない更に別の実施形態によれば、前置フィルタ（２７）は、フィルタ効果が
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段階的であるコンポーネントの形態で微細フィルタ（２８）と組み合わされるのが良い。
好ましい材料の場合、フィルタセグメントは、一緒に焼結される。図示の実施形態では、
２つのフィルタは、５ミリメートル未満、特に１～２ミリメートルの寸法を有し、従って
、これらフィルタを小型流体システム、例えば小型高圧ネブライザ内に容易に収納するこ
とができる。ネブライザ（１）の組み立ての際、フィルタを中央部品（２３）に設けられ
た適当な中央ボア中に次々に挿入し、これらフィルタは、圧力チャンバ（１１）の端部の
ところで、中央部品（２３）の内壁と圧力嵌め関係をなす。かくして、前置フィルタ（２
７）及び微細フィルタ（２８）は、これらを固定する別のコンポーネントを何ら必要とし
ないで中央部品（２３）内に保持される。圧力嵌め及び／又は摩擦ロック連結に加えて又
はこれに代えて、中央部品（２３）は、その内側断面の減少によってフィルタを保持する
ことができ、従って、流れ方向におけるフィルタは、特に流れ方向に固定される。フィル
タの構成材料の選択も又、フィルタが収納される状況にとっては重要であり、特に好まし
くは、微細フィルタ（２８）の場合、金属で作られたフィルタは、流路中において、比較
的軟質のプラスチックで作られたフィルタ、この場合前置フィルタ（２７）に続く。特に
高圧システムに用いられる場合、これは、金属製フィルタがプラスチック製フィルタの保
持機能を果たすことができるという利点を有する。中央部品に設けられた案内通路の幾何
学的設計に応じて、軟質プラスチック製フィルタは、高い流体圧力下において変形し、場
合によっては損傷し或いはそのぴったりと嵌合した位置から押し出される場合がある。こ
れは、このフィルタが比較的寸法安定性のある金属製フィルタにより定位置に保持される
ことによって阻止される。
【００５１】
　プラスチックで作られた中央部品（２３）内に収納される場合に微細フィルタ（２８）
の構成材料として硬質金属、例えばチタンを選択した場合、円錐形圧縮の際、中実金属製
微細フィルタ（２８）は、中央部品（２３）の見かけ上軟質のプラスチック材料中に押し
入り、その側部のところにバイパスを作ることができないようになるという利点がある。
微細フィルタ（２８）が前置フィルタ（２７）の前で中央部品（２３）の同一の案内通路
中に挿入される好ましい組み立てプロセスでは、中央部品（２３）は、微細フィルタ（２
８）よりも見かけ上軟質であるが、前置フィルタ（２７）よりも見かけ上硬質であること
が有利である。前置フィルタ（２７）が特に見かけ上軟質の材料、例えばＰＥ又はＰＰか
ら成る場合、側壁が硬質の中央部品内に押し込められると、側壁に対して特に締り嵌めが
達成され、従って、この場合も又、バイパスの形成が阻止される。特に好ましくは、中央
部品（２３）は、中実の耐圧性プラスチック、例えばＰＥＥＫから成る。
【００５２】
　器具の組み立てプロセスを全体として見ると、フィルタを圧力チャンバ（１１）である
構成要素を通って中央部品（２３）中に挿入し、挿入開口部を次に圧力発生器（５）又は
特に中空ピストン（９）として構成された連結要素によって閉鎖し、その後液体（２）を
容器（３）から取り出す。
【００５３】
　別の実施形態（図面には示されていない）では、微細フィルタ（２８）は、金属メッシ
ュフィルタであるのが良く、その微細有孔構造は、いくつかのファインメッシュ（目の細
かい）ネットを重ね合わせることによって作られる。これらネットは、例えば、射出成形
プロセス中、中央部品（２３）内に直接成形されるのが良い。変形例として、メッシュは
、別個の自蔵式フィルタ要素としてプラスチック、例えばＴＰＥ、最も好ましくはエラス
トマー内に埋め込まれ、従って、単一のコンポーネントがフィルタだけでなく、その関連
保持要素又は好ましくは密封要素を収容する。
【００５４】
　図６～図８は、種々の実施形態におけるノズル組立体群（２９）を拡大図で示しており
、フィルタシステムはノズル組立体群の前に位置している。これら実施形態は、図３に示
されている実施形態と比較して、全て、前置フィルタ（２７）、微細フィルタ（２８）及
び超微細フィルタ（１２ｆ）の追加のフィルタとして別個の吸着フィルタ（３２）を有し
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ている。吸着フィルタ（３２）に起因して得られる新たな観点は別にして、図３を参照し
て説明した観点は、これら実施形態にも当てはまる。吸着フィルタ（３２）は、所望通り
に前置フィルタ（２７）と微細フィルタ（２８）との間（図６）、又は微細フィルタ（２
８）と、超微細フィルタ（１２ｆ）およびノズルを備えた微細構造化コンポーネント（１
２）との間（図７及び図８）に配置されている。
【００５５】
　図６の実施形態では、吸着フィルタ（３２）は、流れ方向で見て前置フィルタ（２７）
に隣接して位置している。吸着フィルタ（３２）は、微細構造化コンポーネント（１２）
のノズルの出口のところに堆積している場合のあるサイズ範囲が１００ナノメートルより
もかなり小さいナノ粒子を分離除去するのに役立つ。吸着フィルタ（３２）は、酸化アル
ミニウムを用いてキャリヤ繊維として機能化されたガラス繊維から作られ、この吸着フィ
ルタは、前置フィルタ（２７）とサイズが最高約３～５μｍの粒子を濾過する好ましくは
チタンで作られた微細フィルタ（２８）との間に摩擦的に固定されている。ノズルを形成
する微細構造化コンポーネント（１２）は、図示の実施形態ではガラス／シリコン複合材
である。微細構造化コンポーネント（１２）は、関連のシール（３１）を備えたホルダ（
３０）によってネブライザに固定されている。この微細構造化コンポーネント（１２）は
、ミクロ的な液体ジェットを生じさせるノズル開口部（１２ｅ）を備えたノズルだけでな
く、図４に示されたジグザグ型の流れフィルタとして具体化された超微細フィルタ（１２
ｆ）を有し、この微細構造化コンポーネントは、ノズルチャネル（１２ｄ）及び／又はノ
ズル開口部（１２ｅ）の前で流路中の液体調合薬から最高約２μｍのサイズまでの粒子を
除去するのに役立つ。微細構造化コンポーネント（１２）中のノズル及び超微細フィルタ
（１２ｆ）の微細構造の連結の結果として、超微細フィルタ（１２ｆ）は、流れ方向にお
いて微細フィルタ（２８）の下流側に配置されている。図６に示されているように、吸着
フィルタ（３２）は、インターロック且つ／或いは摩擦連結状態で２つのフィルタシステ
ム相互間に収納されるのが良い。図示の実施形態では、吸着フィルタは、中央部品（２３
）内の前置フィルタ（２７）と微細フィルタ（２８）との間に押し込まれている。
【００５６】
　図７及び図８の変形実施形態では、微細フィルタ（２８）は、前置フィルタ（２７）の
下流側に配置され、吸着フィルタ（３２）は、微細フィルタ（２８）と超微細フィルタ（
１２ｆ）との間に直接配置されている。図７及び図８に示されている好ましい実施形態で
は、吸着フィルタ（３２）は、縁部のところが摩擦の作用で固定されたフィルタディスク
として具体化されている。好都合には、フィルタディスクの縁部は、超微細フィルタ（１
２ｆ）及びノズルを有する微細構造化コンポーネント（１２）のシール（３１）によるか
ノズル組立体（２９）のホルダ（３０）（図８）によるか微細構造化コンポーネント（１
２）それ自体（図７）によるかのいずれかによって保持される。フィルタディスクの直径
が微細フィルタ（２８）の直径よりも大きいこと及び微細フィルタ（２８）及びフィルタ
ディスクが直接前後に配置されていることに鑑みて、吸着フィルタ（３２）の縁部は、流
路の外側に位置する。吸着フィルタ（３２）の縁部が流路内に位置しないため、吸着フィ
ルタ（３２）のコンポーネントが使用中、バイパスを通って放出される恐れがなく、かか
る放出は、リムの周りの切断縁部のところで起こる場合が多い。図７及び図８に示されて
いる２つの取り付け状況相互間の本質的な差は、吸着フィルタ（３２）の直径が、吸着フ
ィルタが微細構造化コンポーネント（１２）を構成するコンポーネント、例えばホルダ（
３０）及びシール（３１）によって保持される場合よりも、吸着フィルタが微細構造化コ
ンポーネント（１２）によって固定される場合の方が小さいということにある。この種の
微細構造化コンポーネント（１２）の通常の寸法では、２通りの場合に関し、吸着フィル
タが微細構造化コンポーネント（１２）によって固定された場合には吸着フィルタについ
て約２～５ｍｍ、好ましくは約３ｍｍの直径が得られ、吸着フィルタがホルダ（３０）及
び／又はシール（３１）によって固定された場合、約３～１０ｍｍ、好ましくは約６ｍｍ
の直径が得られる。図８に示されている実施形態では、微細フィルタ（２８）と超微細フ
ィルタ（１２ｆ）との間に設けられた吸着フィルタ（３２）は、この吸着フィルタがその
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縁部のところで微細構造化コンポーネント（１２）のホルダ（３０）によってクランプさ
れるような直径を有する。
【００５７】
　形式が互いに異なり且つ作用が互いに異なるフィルタ要素を前後に配置するという技術
的思想を液体が運搬され又は輸送される多くの器具に利用できる。提案対象のネブライザ
（１）が特に純粋に機械的に動作する場合がそれである。しかしながら、本明細書におい
て提案するフィルタシステムは、液体を小出しする純粋に機械的な装置への使用には限定
されない。フィルタシステムは、例えば、液体の運搬が推進ガス又は電気ポンプ、油圧ポ
ンプ若しくは他のポンプによって作動されるシステムにも使用できる。したがって、例え
ば「圧力発生器」という用語は、広く解釈されなければならない。この意味において、本
発明は又、種々の分野にわたって使用でき、医療分野を超えた用途であっても可能である
。
【００５８】
　図示のネブライザは、確かに、特に吸入可能なエーロゾルとして液体調合薬を小出しす
るために用いられ、かかるネブライザは、水性調合薬と好ましくはアルコールの、特にエ
タノールの調合薬の両方を送り出すのに適している。
【００５９】
　好ましくは液体調合薬の好ましい成分は、特に国際公開第０９／０４７１７３（Ａ２）
号パンフレット及び同第０９／１１５２００（Ａ１）号パンフレットに記載されており、
これら国際公開を参照により引用し、これらの記載内容を本明細書の一部とする。特に、
これら国際公開パンフレットに記載された流体は、溶剤、例えばエタノール等を含むかど
うかを問わず水性又は非水性溶液、混合物、調合物であって良い。
【符号の説明】
【００６０】
　１　ネブライザ
　２　液体
　３　容器
　５　圧力発生器
　６　ホルダ（容器用）
　７　駆動ばね
　８　ロックリング
　９　中空ピストン
　１０　逆止弁
　１１　圧力チャンバ
　１２　微細構造化コンポーネント
　１２ａ　プレート
　１２ｂ　プレート
　１２ｃ　流入領域
　１２ｄ　ノズルチャネル
　１２ｅ　ノズル開口部
　１２ｆ　超微細フィルタ
　１４　エーロゾル
　１６　上側ハウジング部品
　１７　内側ハウジング部品
　１８　下側ハウジング部品
　１９　安全クロージャ
　２３　中央部品
　２４　シール
　２５　支持リング
　２７　前置フィルタ
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　２８　微細フィルタ
　２９　ノズル組立体
　３０　ホルダ
　３１　シール
　３２　吸着フィルタ
　４０　ボタン
　４１　カウンタ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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